
令和４年度　都城市立妻ケ丘中学校　学校評価シート

【学校の教育目標】　主体的に学び、心ゆたかに、たくましく伸びる生徒の育成

指標別 総合

分かりやすい授業が行われていると思いま
すか

保護者・生徒・教員のアンケート結果４
生徒　４（８６．９％）
保護者　４（８１．２％）
職員　４（７９．５％）

4

授業に集中していると思いますか 保護者・生徒・教員のアンケート結果３以上
生徒　４（８０．０％）
保護者　４（７６．３％）
職員　３（５６．４％）

3

家庭学習をきちんと行えていると思います
か

保護者・生徒・教員のアンケート結果２以上
生徒　３（６５．９％）
保護者　３（５３．１％）
職員　１（１０．１％）

2

思いやりの心をもった行動をとっていると
思いますか

保護者・生徒・教員のアンケート結果３以上
生徒　４（８７．２％）
保護者　４（８８．４％）
職員　３（６９．２％）

4

学校のきまりを守り、よりよい学校生活を
送っていると思いますか

保護者・生徒・教員のアンケート結果３以上
生徒　４（８８．９％）
保護者　４（８７．０％）
職員　３（５６．４％）

4

あいさつを積極的にしていると思いますか 保護者・生徒・教員のアンケート結果３以上
生徒　４（９２．０％）
保護者　４（７５．８％）
職員　３（５６．４％）

3

ボランティアを積極的にしていると思いま
すか

保護者・生徒・教員のアンケート結果２以上
生徒　３（５１．１％）
保護者　２（４９．８％）
職員　３（５９．０％）

3

悩みや相談があるときに親や教師に話せて
いると思いますか

保護者・生徒・職員のアンケート結果２以上
生徒　３（６５．１％）
保護者　３（６９．６％）
職員　２（４８．７％）

3

早寝早起き朝ごはんを心がけ、規則正しい
生活をしていますか

保護者・生徒・職員のアンケート結果３以上
生徒　４（７７．５％）
保護者　３（６７．９％）
職員　２（３８．５％）

3

運動や部活動に積極的に親しんでいますか 保護者・生徒・職員のアンケート結果４
生徒　４（８４．９％）
保護者　４（８１．２％）
職員　４（８４．７％）

4

交通ルールを守り、安全な登下校を行って
いると思いますか

保護者・生徒・職員のアンケート結果３以上
生徒　４（９６．０％）
保護者　４（８７．２％）
職員　１（１５．４％）

3

具体的数値目標と達成状況 方策・手立て アンケート結果
自己評価

結果の考察・分析
（○成果、●課題等）

評価項目

４段階評価　　４　期待以上（７５％～１００％）　　　３　ほぼ期待どおり（５０％～７４％）　　　２　やや期待を下回る（２５％～４９％）　　　　１　改善を要する（０％～２４％）

3
体

育
3

●規則正しい生活ができていない家庭が見
受けられる。大きな課題である。

●交通ルールの遵守等については、生徒・
保護者・職員と大きな温度差が生じてい
る。一部の生徒が守れていない状況であ
る。家庭・地域との連携が必要である。

●生涯体育を推進する上で、家庭への啓発
等は必須である。

●部活動の地域移行を見据え、部活動の精
選及び整理等が急務である。

1
知

育
3

○分かりやすい授業において、生徒・保護
者は高い数値であった。教員の授業力は、
確実に向上している。
○授業研究会及びＩＣＴ研修は、今後も継
続していく必要がある。
●家庭学習の取組が、生徒・保護者・職員
と大きな温度差が生じている。家庭学習の
充実を目指して、どのような対策が必要か
課題である。
●テストの分析及び対策を各教科で徹底す
ることが大切である。

2
徳

育
3

○思いやりの心を持った行動及びきまりを
守った学校生活で、高い数値であった。学
校が落ち着いている状況である。

○ボランティア活動は、コロナ禍のために
限られた状況であったが、その範囲内での
取組はできた。

○大きないじめ等の案件は生じていない。
今後もアンケートを継続していく。

○不登校生は大きな増加もなく減少もな
い。今後も、学校だけではなく、関係機関
と連携を図りながら取り組んでいく。

○人権教育の観点から、命の大切さを考え
る日及び妻中人権宣言は意義がある。今後
も継続していく。

○相談室の設置及び対応は本校の強みであ
る。不登校生徒が、先ずは相談室に登校で
きるような環境づくりを推進していく。

○年間５回の授業研究会の実施
○ＩＣＴの有効的な活用の推進
○教員のＩＣＴ研修の計画的な実施
○学習委員会が主体となった授業態度等の取組
○学習コンクールの実施
○家庭で一人一台端末を活用した家庭学習の充実
○キュビナ活用の推進
○各教科で家庭学習の具体例を示すなどの取組
○テスト結果の分析及び対策

○道徳授業の充実
○道徳授業者の輪番制の導入（学担、副担）
○人権教育充実
○毎月１日の「命の大切さを考える日」を設定
○全校生徒で「妻中人権宣言」を唱和
○妻ボラ手帳を活用し、ボランティア活動を推進
○いじめ・不登校対策会議（隔週）の実施
○毎月、いじめアンケートの実施
○教育相談室の充実
○ＳＣ及びＳＳＷの活用
○南九州大学生の活用
○関係機関との連携
○一人一台端末を活用したオンラインでの授業等実施

○弁当の日の設定
○教科体育での補強運動の推進
○家庭生活での運動等を促進
○通学路の安全確認・登下校指導
○自転車通生集会の実施
○安全点検や授業、部活動でのケガ予防

終
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4

3

3

学校運営協議会委員より
（○成果、●課題等）

○参観した授業では、生徒達が目を輝かせて
意欲的に課題に取り組む様子が見られた。
○キュビナの活用により、個別最適な丁寧な
指導が実現している。授業を補助するアイテ
ムとして有効活用されている。
●家庭学習の取り組みに、保護者・生徒と教
師に大きなズレが生じている。通塾の状況も
勘案するべきだと考える。
●全科目の平均値を上げることも大切にしつ
つ、得意科目（分野）に着目した能力の向上
も大事である。その点についての指導状況や
生徒の自己認識も知りたい。

○生徒の高い自己評価と一致するよう
に、生徒たちがいつも気持ちよく挨拶
をしてくれる。
○過去に学校が荒れていたと聞くが、
そうした問題行動は現在は全く見られ
ない。歴代の先生方の努力の成果もあ
ると思う。
●不登校生の問題解決は、保護者との
連携が不可欠な上、カウンセリングや
専門医の協力も必要となるなるかもし
れない。学習内容を取り戻すための個
別の学習支援も必要となるが、教員の
キャパシティーを考えると、支援員の
配置も必要かと思われる。
●保護者や教員への相談状況について
は、他項目と比べるとアンケート数値
が相対的に低いようだ。生徒が悩みや
問題を打ち明けられる場、生徒の声を
聞く機会の提供を増やすことは可能だ
ろうか。

○部活動加入率が高いことは評価でき
る。スキルアップやコミュニケーショ
ン能力の向上などメリットは大きい。
一方で、心身の負荷につながらないよ
うな配慮は必要である。
○自転車の運転マナーについては、一
部の生徒ができていない。大半は守れ
ている状況である。
●生活習慣の乱れは、スマホ等の過度
な利用、自己管理能力の未熟等の理由
であろう。サポート体制について、家
庭との連携が必要である。

○開かれた学校を目指し、学校ＨＰに力を入
れた結果、３月末でのカウンタ数５０万件突
破を目指していたが、１２月時点で既にクリ
アした。情報発信は十分に行っている。

○地域との連携は、コロナ禍のために限られ
た範囲となっているが、生徒会を中心に地域
との連携を行い、高い評価を得ている。

3

○地域貢献活動では、コロナ禍の制約
の中、生徒会を中心に、生徒が主体的
に計画し、意欲的に取り組んでいる。
○学校運営協議会は、地域社会に開か
れた学校づくりに取り組む学校側の積
極的な姿勢が伝わる。委員と学校職員
が本音で意見交換ができている。
●生徒会の自立した活動を「生徒会通
信」などで発行し、地域に広めて欲し
い。

3
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34 地域の祭りや清掃活動等に積極的に参加し
ていると思いますか

保護者・生徒・職員のアンケート結果２以上

○生徒会を主体としたボランティア活動の推進
○学校ＨＰの充実
○魅力ある学校参観日の計画と運営
○シグフィーの登録推進と内容充実
○学校行事等に地域人材を積極的に活用
○まちづくり協議会・公民館長会等へ生徒会が参画

生徒　３（６５．９％）
保護者　２（４３．９％）
職員　３（５１．３％）


